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令和元年 5月 22 日（水）午後 1時 30 分からと午後 7時からの 2回、豊科交流学習センターきぼうで
議会報告会を開催しました。延べ 42 人の市民が参加され、各常任委員会から 3月定例会で議決された
議案審査の経過を報告したのち、内容の質問のほか、普段から感じている疑問や要望をお聞きしました。
その要旨をご紹介します。なお、当日ご回答できなかった内容についても、あわせて掲載します。

議員個々では市民の声を聴き、政策や予算に反対も見られるが、結果
的に予算の修正や条例に反対の議決には至っていない。今後広く意見
を聴く場として、議会が主催する広聴会なども検討していく。

現在、行政への政策提言の仕組みづくりに取り組み中。少子化対策についてはテーマを絞
しぼ

り、各常
任委員会ごとに協議を進めており、10月頃には中間報告をする予定。

議会が地域の高校や小中学校へ出向き、意見交換を行う機会などに
ついて検討していく。議会としても、若い人たちの意見や要望をしっ
かり受け止めていく。

問

答

答

答

住民の意見を吸い上げ、市政に反映するのが市議会議員の仕事と
考えるが、安曇野市が誕生して以来、議員立法が見受けられない。
どうして政策提言や立案につながらないのか不思議に思う。議案
や予算の審査だけではなく、委員会ごとに政策論議を活発に行い、
政策提言・政策立案に頑張ってほしい。前回、少子化対策について
聞いたが、その後議会はどう取り組んできたか。

選挙権を持たない若い人たちの意見や気持ちを、どのように議会に反映
していくのか。学校からの要請で、議会の仕組みや市政についての
学習の一環として、議員が派遣されたと聞いているが、将来を担う
子どもたちに直接働きかけることは重要な取り組みだと考えている。

『必要な政策について市に予算化してほしいことを、
委員会の中でしっかり話し合って！』（市民）

開かれた議会を
　　　　目指して!

!特集 議会

市民と議会の関係

安曇野市議会は一度も予算案に「ノー」を出したことがない。福祉や
教育においては、「カネがないからできない」という問題ではない。
議員には市民とよく話をして、もっと行政に働きかけ、予算措置の
提言や、逆に予算案に反対するくらいの気概で活動してほしい。

要望

要望・問
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一般市民向けの説明会で、議員が発言したことで一般市民の発言の時間
を奪うような場が見られた。議員は議会や一般質問で発言できる場が
あるのだから控えてもらいたい。

市の財政やその健全性の指標について、もっと勉強してほしい。市の財政やその健全性の指標について、もっと勉強してほしい。

プレミアム付き商品券や花フェスタの事業費が、国・県から補助される予算といっても、市の予算も
使うのだから責任を持って審議すべき。国からのトップダウンではなく、この安曇野市をどうしたい
かに基づいて議会を運営してもらいたい。

信州花フェスタの予算の 8,636 万円は、どのような議論を経て可決されたのか。信州花フェスタの予算の 8,636 万円は、どのような議論を経て可決されたのか。問

問

答

答

答

答 議会運営委員会で議題になった時、議長より、「議員個人の活動に制限
はしないが、議会という組織の一員としての問題があるので注意して
ほしい。」と発言があった。以後は議員の捉

とら

え方の問題だが、「その
会場で意見を求められたり、意見が出ないときなどは別ではないか。」
と発言もあった。

『多数決ではなく、市民の声にどう応えるかが議会に問われ
ている一番の課題ではないか。』（市民）

議員個人個人が行政の予算・決算・条例等について勉強することは当然だが、そのほかにも、外部団体議員個人個人が行政の予算・決算・条例等について勉強することは当然だが、そのほかにも、外部団体

主催の主催の研研修会等に参加している。今後もさらに修会等に参加している。今後もさらに研研
けんさんけんさん

鑽鑽に励み、議員力の向上に努める。に励み、議員力の向上に努める。

プレミアム付き商品券については、事務費用も含め全額国庫補助だが、
花フェスタについては市の一般財源も投入されているので、今後も議会
の中で検討していく。

中信地域の魅力向上などを目的に、平成 27 年に中信４市が県知事に開催を要望した。開催決定以後、中信地域の魅力向上などを目的に、平成 27 年に中信４市が県知事に開催を要望した。開催決定以後、
経費負担について、各年度ごとに予算説明を求め、議会や委員会で審議してきた。また、一般質問でも経費負担について、各年度ごとに予算説明を求め、議会や委員会で審議してきた。また、一般質問でも
取り上げた。市民の緑化意識向上や観光の経済効果等が見込まれると判断し、可決した。取り上げた。市民の緑化意識向上や観光の経済効果等が見込まれると判断し、可決した。

報告会

その他議会へ望むこと

要望

要望

参加者アンケート
次
回
の
報
告
会
に
も

参
加
し
た
い
で
す
か
？

議
会
だ
よ
り
を
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ん
で
い
ま
す
か
？

４ページにつづく

どちらとも
いえない
41％

どちらとも
いえない
41％

参加したい

59％

参加したい

59％

毎回
読んでいる
52.8％

毎回
読んでいる
52.8％

時々
読んでいる
33.3％

時々
読んでいる
33.3％

よく
読んでいる
8.3％

よく
読んでいる
8.3％

読んでいない
5.6％
読んでいない
5.6％
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6月定例会で審議した結果です

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 平成30年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書について

受理

2号 平成30年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書について

3号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（公用車事故に関すること）

4号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること）

5号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（豊科アルプス公園内で発生した事故に関すること）

6号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（公用車事故に関すること）

7号 債権放棄の報告について（高額療養費資金貸付金に係る債権）

8号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）

9号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例等の
一部を改正する条例）

承認

10号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）

11号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30年度安曇野
市一般会計補正予算（専決第１号））

12号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30年度安曇野
市国民健康保険特別会計補正予算（専決第 1号））

13号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30年度安曇野
市後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第 1号））

14号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30年度安曇野
市介護保険特別会計補正予算（専決第 1号））

15号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30年度安曇野
市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決第 1号））

16号 専決処分の承認を求めることについて（平成 30年度安曇野
市観光宿泊施設特別会計補正予算（専決第１号））

17号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（訴えの提起） 受理

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

5 号 安曇野市森林環境譲与税基金条例 原案
可決

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

2 号 安曇野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を
改正する条例

原案
可決

3号 安曇野市児童館条例の一部を改正する条例

4号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

7号 令和元年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年  6 月定例会

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

3 号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」
の採択を求める陳情書

継続
審査6号 安曇追分駅完全無人化を再検討頂くための陳情

7号 市立認定こども園の ICT（情報通信技術）による業務
効率化について、慎重に対応することを求める陳情

 選挙
件　　　　　　　名 結果

選挙 穂高広域施設組合議会議員の補欠選挙 当選

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 公の施設条例の見直しに伴う関連条例の整備に関する条例

原案
可決6号 令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）

8号 穂高認定こども園改修事業大規模改修工事請負契約に
ついて

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

議　案
第３号 安曇野市児童館条例の一部を改正する条例 ６／28 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第５号 安曇野市森林環境譲与税基金条例 ６／28 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議　案
第６号 令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第１号） ６／28 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた議案等）
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

ページへページへ77

務務

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

88

88

99

     

ページへページへ

ページへページへ

7.87.8

7.97.9

ページへページへ66

ページへページへ6.8.96.8.9
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特集 開かれた議会を目指して!! 議会報告会

市の税収入が 10 年後も変わらないという考え方では、産業振興もまま
ならない。未来への投資も必要だ。公共施設の売却に反対しない議会
には腹立たしいものがあるが、実効性のあるまちづくりと、産業振興
に取り組むべきではないか。

農地付き空き家を、転入して新規営農する人だけではなく、市民が
活用できるよう議員提案を望む。

議会だよりのモニター制度は大変良い企画だと思う。その目的は何か。議会だよりのモニター制度は大変良い企画だと思う。その目的は何か。

毎回の議会報告会の参加人数は少ないと感じる。市民の関心のなさや、毎回の議会報告会の参加人数は少ないと感じる。市民の関心のなさや、
市民との距離感がある。議会としてどう評価し、今後どのように続け市民との距離感がある。議会としてどう評価し、今後どのように続け
ていくのか。ていくのか。

問

問

答

答

答

答

個々の議員で考え方が異なるが、民主主義の原則に則
のっと

り、議会としては議論を尽くしていく。

現在、市が調査をしているので、その結果を見て提案等検討していく。

市民の皆さんに読んでもらった上で、より良くするために市民の皆さんに読んでもらった上で、より良くするために忌忌
き た んき た ん

憚憚のない意見をもらい、紙面づくりの参考のない意見をもらい、紙面づくりの参考
にして改善するのが目的。にして改善するのが目的。

これまでの反省をもとに、市民への周知の方法など工夫してきた。さらこれまでの反省をもとに、市民への周知の方法など工夫してきた。さら
に実のある会にするため努力していく。に実のある会にするため努力していく。

要望

要望

そのほかにも、さまざまな要望・意見をいただきました。ありがとうございました。

検討すべき議案などについて、会派を超えてフランクに議員同士の話がまともにできる議会になって
ほしい。全部反対、全部賛成の議員が多い。多様性がないので先行き不安だ。幸い安曇野市議会には
女性議員は多くいるが、この機に思い切って女性議員にクオータ制（注：議員の一定数を女性等に割り
当てる制度）を導入してはどうか。

答 現在要領を変更し、議会全員協議会において、議員間協議できるように努めているが、今後も活発な
議論が行えるようさらに工夫をしていく。クオータ制については、地方自治にかかわる国全体の制度であり、
安曇野市議会だけでは決められない。

要望

『教育、福祉、医療などに関しては、予算があるなしの問題
ではない。議会から行政にきちんとした予算措置を働き
かけてほしい。』（市民）

議会から行政へ働きかけてほしいこと

その他、議会広報や報告会に関するもの

※発言者の写真と、要望・問や答などの配置は関連していません。

4
安曇野市議会だより    第 55号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2019. 8.21



賛成の意見

賛成の意見

可　決

可　決

可　決

議案第2号

安曇野市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

議案第５号

安曇野市森林環境譲与税基金条例

議案第３号

安曇野市児童館条例の一部を改正する条例

井出 勝正　消費税は衣食住すべてにかかる税金である。市も出産・子育てを重要施策とする
ならば、据

す

え置きの配慮をすべきと考え、反対する。

猪狩 久美子　市町村に配分される森林環境譲与税は、　住民税均等割　に年1,000円を上乗せ
して徴収する森林環境税を財源とするため、低所得者の負担を強めかねないし、林業の需要
がない都市部に多額の森林環境譲与税がいってしまう。一方、森林環境税には法人負担が
ないことなどにより、これを基金とする条例には反対する。

一志 信一郎　児童館では貸館的な利用も考えられ、貸館の場合の消費税増税により上乗せ
となる管理経費の一部は、受益者にも負担いただくことはやむを得ないと考え、賛成する。

遠藤 武文　住民税均等割が賦課される人には、新たに森林環境税が課税となるが、年額 1,000
円が著しい負担には思えない。森林の恩恵を等しく受けている以上、整備に必要な財源を
広く均等に負担するのは当然ではないか。都市部で森林環境譲与税が木材利用にあてられ
れば地方の林業を活性化することにもなり、基金創設の条例に賛成する。

反対の意見

反対の意見

消費税率の改正に伴い、南穂高児童館の貸館に係るプレールーム（遊戯室）の1時間当たり
の利用料金が290円、暖房費480円になります。

災害援護資金の貸付けが保証人なしで可能になり、利率も1.5％になります。さらに、保証人を
立てると無利子になります。

森林環境税  を財源に、安曇野市では交付される  森林環境譲与税  を積み立て、森林整備に係
る事業に備えることになりました。

条例
改正

条例
制定

条例
改正

保証人は連帯保証人でなければならないのか。

森林環境税の制度と、森林環境譲与税基金の位置付けと、長野県の「森林
づくり県民税」との関係は。

国からの通知もあり、貸付け後の債権管理は市が適切に行わなければならず、連帯保証人をお願い
したい。

新たな法律による森林管理システムでは、森林の管理を所有者だけの
努力に任せておくのではなく、市町村の役割が増す方向である。財源
も必要となるため、国が森林環境税を徴収し、市町村に森林環境譲与税
を毎年譲与するもので、市はこれを基金に積み立て、森林整備に活用
していくという仕組み。県の森林づくり県民税は民間が行う里山整備な
どにも充てられる。

答

答

問

問

令和元年 6月定例会が
6月 4日から28日まで
開催され、令和元年度
補正予算を含む議案8件、
陳情3件を審査しました。

6月定例会で

解説コーナー9ページへ 解説コーナー9ページへ

解説コーナー9ページへ

森林を守る !!

7
安曇野市議会だより    第 55号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2019. 8.21

賛成の意見

可　決

可　決

議案第６号

令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）
補正前の予算額　→　補正額　　　　→　補正後の予算額
411億5,000万円　　　1億3,900万円　　　 412億8,900万円

議案第8号

穂高認定こども園改修事業大規模改修工事請負契約について

令和元年  6 月定例会

臼井 泰彦　幼児教育・保育の無償化に関わる財源が、消費税の増税に求められており、低所得
世帯の負担を増やす結果となること、また、森林整備の財源を、住民税に上乗せして求めると
いう国の方針に基づく森林環境譲与税基金積立金が含まれる予算であり、反対する。

小松 芳樹　今回の予算には消費税 10％の痛税感を和らげるプレミアム付き商品券の予算も
含まれていること、また、国や県からの財源受入れ等が主なものと捉

とら

え、賛成する。

穂高認定こども園の大規模改修工事に伴う２億3,320万円の請負契約について、可決しました。

国からの社会資本整備総合交付金の増額を都市計画道路の整備に充てるものや、県の
補助金を活用した「ＵＩＪターン」による就業移住を推進する事業などが主なものです。

反対の意見

契約

補正予算
審議

決めました

平成 31年２月 12日　松本市議会 ／ 平成 31年３月 26日　岐阜県可
か に

児市議会

議会、これからどうする !?

市民目線を大事にした安曇野市版の政策提言への仕組みを検討し、実現に向けて取り組みたい。

【
松
本
市
】

【
可
児
市
】

・常任委員会の委員改選の直後にテーマを決め、毎年行政に政策提言
を行っている。視察研修や関係団体などとの意見交換も行い、提
言の内容を充実させている。

・提言前に全議員参加の政策討論会で、オープンな検討を行う仕組み
もある。

・毎年度の決算議決後に常任委員会ごとに決算内容の中からテーマ
を決め、視察や研究を重ねる中で提言を絞

しぼ

り込み、翌年度の予
算編成前に行政に提言している。

・年２回の議会報告会や、幅広い世代からの意見聴取の場で出さ
れた市民の声を反映する仕組みが充実している。

松本市

可児市

クローズア
ップ

クローズア
ップ

議会改革推進委員会視察報告

主な討論を紹介します
・全議案の審議の結果
　　   →　５ページ
・議案の賛否
　　   →　５ページ 参照

認定こども園での保育活動
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・情報通信技術の発達で業務効率化など利便性は高まっている一方、知らずに浴びている電磁波の
影響は大変心配で、乳幼児・幼い子どもには慎重に対応するべきではないか。

・市内 2園の認定こども園において県の実証実験が行われる。午
ご す い

睡中の園児の異変を確認できるセン
サー付マットの使用方法・仕組みについて、業者から説明を受け、研究を深めたいので継続審査
としたい。

意見として

福祉
教育

安曇野市児童館条例の一部を改正する条例

令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）（福祉教育委員会所管事項）

市立認定こども園の ICT（情報通信技術）による業務効率化について、
慎重に対応することを求める陳情

議案第３号

議案第６号

陳情第７号

猪狩 久美子　消費税増税に伴い利用料を見直す内容も含まれ
る。大企業には法人税を減税する一方、国民・市民に消費税
増税を押し付けている。公共施設等の利用料の値上がりで負担が
増すので反対する。

猪狩 久美子　保育無償化の財源が、低所得者世帯ほど負担が重い消費税増税で賄
まかな

われることに問題が
ある。消費税ではなく所得税・法人税の応分な負担で無償化を行うべきだ。質の確保された認定こども
園の増設や保育士の処遇改善と一体で無償化を進めることが必要だ。

松枝　功　これからの人口減少を考えると、負担する代わりに高い社会保障がなされた社会づくりが
基本にないと成り立たないと思う。消費税増税は当然市の負担も増えるので、受益者にも応分の負担
をお願いしたいので賛成する。

中村 今朝子　今後の少子高齢化社会を見
み す

据えたときに、消費税増税はやむを得ない。国も低所得者
や子育て世帯への影響を考え、プレミアム付き商品券事業による負担軽減策を行うので賛成する。

反対の意見

反対の意見

賛成の意見

賛成の意見

①森林環境税と森林環境譲与税
　国民一人一人が森林を支え、次世代に豊かな森林を引き継いでいくための
仕組み。国民から森林環境税として徴収し、森林環境譲与税として市町村
に配分する。

　森林環境譲与税は、安曇野市には令和元年度に 826 万 5,000 円の配分見
込みで、段階的に増額される。

②住民税均等割
　前年の所得が 28 万円以上の住民に均等の額によって一律に課税されるも
の。長野県では 5,500 円（市民税 3,500 円、県民税 1,500 円、森林づくり
県民税 500 円）。

③健康増進法
　国民の健康増進のための基本的事項を定めた法律。受動喫煙防止も規定
され、令和元年7月1日より学校や病院、行政機関の敷地などが禁煙となった。

難しい用語を少しだけ解説します！

解 

説
コ
ー
ナ
ー
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常任委員会報告常任委員会報告

安曇野市森林環境譲与税基金条例

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書

安曇追分駅完全無人化を再検討頂くための陳情

議案第５号

陳情第３号

陳情第６号

・現在、国会で審議中であり、慎重に審議過程、経過等と向き合いたいため継続審査としたい。

・住民の皆さんがどれだけこの問題に不都合を感じているかが、議員としての判断になる。
・アンケート結果の回収率が３割であったことや、地域住民がアンケート対象外だったことが疑問で
ある。

・地域の皆さんの思いを重視し、意見交換をする必要があるので継続審査としたい。

意見として

意見として

井出 勝正　安曇野市に入る  森林環境譲与税  の金額は、  森林環境税  
として徴収される金額の半分以下であり、経営が困難なところ
に手をかけるには不十分だ。また、低所得者にも課税される。
それに基づく条例なので反対する。

一志 信一郎　現在、山が荒れており、少子高齢化により手入れ
されないところがある。この財源を利用し、計画的に物事を進
めていくことが重要である。また、公的な立場が積極的に整備
していくことが森林を維持するためには必要不可欠である。

反対の意見

経済
建設

ふるさと納税採納事務は、新たな委託先に変更するのか。それとも委託をやめるのか。

７月１日から  健康増進法  により、庁内の敷地内は禁煙となる。市の対策は。

当初予算において業務委託を計画し予算化したが、入札が２度不調となったことから業務の進め
方を再検討した結果、市販のシステムを利用しても、経費や職員負担面で優位性が認められたため、
委託からシステム導入に方向転換する。

庁内はすべて禁煙となることから、3階にある喫煙室と敷地内にある喫煙場所はすべて撤去する。

答

答

問

問

議案名や本会議での議決結果等→

令和元年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）（総務環境委員会所管事項）
議案第６号

総務
環境

賛成の意見

委員会 開催日 議案 その他
総務環境 ６月 20 日 条例１件、補正予算１件 ー
福祉教育 ６月 21 日 条例３件、補正予算２件 陳情１件
経済建設 ６月 24 日 条例１件、補正予算１件 陳情２件

解説コーナー9ページへ

解説コーナー9ページへ解説コーナー9ページへ

森林整備の様子

ページへページへ55
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　

問 

災
害
が
起
き
る
前
か
ら
、
被
災
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
、
公
営
住
宅
型
の
仮

設
住
宅
の
準
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設 

災
害
発
生
時
、
自
ら
住
宅
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
災
害
公
営
型
の
建

設
及
び
入
居
等
の
検
討
を
す
る
。
地
域
防

災
計
画
で
は
、
被
災
地
全
域
で
５
０
０

戸
以
上
、
も
し
く
は
市
内
２
０
０
戸
以

上
か
１
割
以
上
の
住
宅
の
滅
失
が
あ
っ

た
場
合
、
必
要
に
応
じ
そ
の
住
宅
の
３

割
に
相
当
す
る
戸
数
を
め
ど
に
、
災
害

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
と
し
て
い
る
。

　

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
住
所
、
電
話

番
号
で
あ
る
が
、
ス
マ
ホ
で
見
た
場
合
、

現
在
地
か
ら
一
番
近
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
詳
し
い
設
置
場

所
の
表
示
が
必
要
で
は
な
い
か
伺
う
。

財
政 

あ
づ
み
の
マ
ッ
プ
と
い
う
画
面
で
、
一

番
近
い
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
が
一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
の

場
合
は
、
施
設
内
の
設
置
場
所
ま
で
は
、

表
示
で
き
て
い
な
い
状
況
。
こ
の
表
示

の
追
加
は
可
能
で
、
今
後
対
応
す
る
。

　

問 

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 

福
祉
施
設
５
カ
所
と
乳
幼
児
を
持
つ
世

帯
向
け
に
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
幼
稚

園
11
カ
所
を
指
定
。
収
容
可
能
人
員
は

福
祉
施
設
２
８
９
人
、
認
定
こ
ど
も
園

等
２
９
３
１
人
。
今
後
の
計
画
で
は
、

市
内
の
民
間
福
祉
施
設
８
施
設
と
年
内

に
協
定
を
結
べ
る
よ
う
調
整
し
、
三
郷

北
部
認
定
こ
ど
も
園
を
指
定
施
設
と
す

る
こ
と
で
、
収
容
可
能
人
員
が
福
祉
施

設
５
５
２
人
、
乳
幼
児
を
持
つ
世
帯
向

け
に
３
２
０
５
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

問 

災
害
時
、
水
が
出
な
い
時
の
た
め
、
使

い
捨
て
哺ほ

に
ゅ
う乳

ボ
ト
ル
の
備
蓄
は
。

総
務 

令
和
元
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
３
０
０

個
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

減
災
・
防
災
・
安
全
の

た
め
の
施
策

公明党
藤原 陽子

福岡市避難所外支援システムアプリ

　

問 

松
本
山
雅
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
熱
狂
的
で

全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
年
間
を
通
じ

て
練
習
で
き
る
練
習
場
を
松
本
山
雅
に

提
供
し
、
熱
狂
的
な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
安

曇
野
市
に
呼
び
込
ん
で
経
済
効
果
を
上

げ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
常
に
プ
ロ

と
接
し
、
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
ら
れ
、

青
少
年
健
全
育
成
に
も
つ
な
が
る
施
設

を
、
市
の
土
地
が
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る

押
野
山
土ど

と

り取
跡
地
に
造
る
べ
き
だ
と
思

う
。
し
か
し
財
政
面
が
一
番
大
切
な
の

で
、
災
害
時
の
避
難
所
も
含
め
、
合
併

特
例
債
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
補
助
金

な
ど
を
研
究
し
、
安
曇
野
市
に
不
利
な

話
な
ら
や
め
れ
ば
い
い
の
で
、
松
本
山

雅
の
首
脳
陣
と
話
す
つ
も
り
が
あ
る
か
。

市
長 

新
た
な
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
等
に
つ
い
て

は
計
画
に
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
補

助
金
等
の
研
究
は
考
え
て
い
な
い
。
ま

た
、
首
脳
陣
と
も
協
議
を
行
う
こ
と
は

現
時
点
で
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

　

問 

平
成
30
年
７
月
６
日
豪
雨
災
害
で
高
瀬

川
左
岸
安
曇
野
市
上
流
約
３
０
０
メ
ー

ト
ル
地
点
の
堤
防
が
決
壊
し
そ
う
に

な
っ
た
。
30
分
対
応
が
遅
れ
て
い
れ
ば
、

下
押
野
地
区
は
２
階
ま
で
浸
水
し
た
と

思
う
。
平
成
18
年
７
月
に
も
そ
の
下
流

が
決
壊
し
そ
う
に
な
っ
た
。
防
災
マ
ッ

プ
の
浸
水
予
想
も
２
～
５
メ
ー
ト
ル
に

な
っ
て
い
る
。
異
常
気
象
が
続
く
の
で

早
急
の
対
応
が
必
要
で
、
土
取
跡
地
に

避
難
所
を
造
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

市
長 

押
野
山
土
取
跡
地
か
ら
北
に
あ
る
明
科

農
村
広
場
が
指
定
緊
急
避
難
所
に
な
っ

て
い
る
。
経
路
上
に
障
が
い
も
な
く
安

全
区
域
内
に
立
地
し
て
い
る
の
で
、
そ

こ
に
避
難
す
る
の
が
適
切
か
つ
安
全
と

考
え
て
い
る
。

松本山雅のサポーター (市民タイムス提供 )

松
本
山
雅
を
活
用
し

安
曇
野
市
の
活
性
化
を

自民安曇野
宮下 明博

災
害
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）
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一 般 質 問

　

問 

消
防
団
員
確
保
の
課
題
は
２
年
前
も
取

り
上
げ
、
市
職
員
や
Ｊ
Ａ
・
社
協
と
の

連
携
な
ど
を
要
望
し
て
き
た
。
そ
の
後

の
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

団
員
が
定
数
割
れ
の
現
状
か
ら
、
昨
年

８
月
に
消
防
委
員
会
に
確
保
策
も
あ
わ

せ
て
、
組
織
と
定
数
の
見
直
し
に
つ
い

て
諮し

も

ん問
し
て
い
る
。
答
申
内
容
を
参
考

に
方
向
性
を
判
断
し
て
い
く
。

　

問 

「
つ
な
げ
た
い
地
域
の
絆
消
防
団
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
市
内
の
温
泉
・
入
浴
施
設
の
入

浴
割
引
を
こ
の
対
象
に
加
え
る
よ
う
要

望
す
る
が
ど
う
か
。

総
務 

現
在
48
店
舗
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
団

員
カ
ー
ド
が
令
和
元
年
度
末
に
更
新
と

な
る
機
会
に
登
録
店
舗
の
拡
大
を
図
る
。

温
泉
・
入
浴
施
設
の
サ
ポ
ー
ト
店
登
録

に
つ
い
て
は
、
登
録
に
向
け
て
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
機
能
別
消
防
団
の
導
入
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

市
長 

能
力
と
か
、
事
情
に
応
じ
て
特
定
の
活

動
の
み
に
参
加
を
す
る
機
能
別
消
防
団

は
、
団
員
確
保
策
の
一
つ
と
し
て
、
消

防
委
員
会
に
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

答
申
を
踏
ま
え
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
６
年
生
ま
で
拡

充
さ
れ
れ
ば
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
待
機
児
童
も
解
消
さ
れ
る
と
思
う
。

体
制
整
備
を
加
速
し
て
も
ら
い
た
い
が

ど
う
か
。

市
長 

福
祉
部
と
教
育
部
が
連
携
を
し
て
、
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
６
年
生
ま
で
の
拡
大

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
早
急
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
確
保
の
推
進
を

公明党
中村 今朝子

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

　

問 

学
校
給
食
の
位
置
づ
け
・
理
念
に
つ
い

て
伺
う
。

教
長 

現
在
、
安
曇
野
市
の
学
校
給
食
は
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
４
施
設
で
、
安
全
・

安
心
で
、
お
い
し
い
給
食
を
等
し
く
安

定
的
に
提
供
し
て
い
る
。
市
の
教
育
大

綱
の
基
本
方
針
の
一
つ
「
た
く
ま
し
い

安
曇
野
の
子
ど
も
」
を
目
指
す
大
事
な

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
地
元
食
材
を
豊

富
に
使
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
給

食
の
意
味
、
食
や
健
康
に
関
す
る
理
解
、

食
材
の
生
産
や
調
理
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
と

と
も
に
、
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
っ

た
心
身
共
に
た
く
ま
し
い
安
曇
野
の
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

問 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
市
民
説
明
会
が
堀

金
、
豊
科
で
開
催
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う

な
意
見
が
出
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

教
部 

６
回
の
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、
延
べ

約
１
２
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
主
な

意
見
と
し
て
、「
統
合
に
よ
る
経
費
メ

リ
ッ
ト
を
20
年
、
30
年
後
ま
で
示
し
て

ほ
し
い
。
食
育
・
地
産
地
消
は
、
小
規

模
な
セ
ン
タ
ー
の
方
が
取
り
組
み
や
す

い
。
少
子
化
や
統
合
に
よ
る
経
費
節
減

だ
け
で
、
堀
金
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

し
な
い
で
ほ
し
い
。」
等
が
出
た
。
ご
意

見
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
再
度
詳
細
な

資
料
を
整
え
、
市
民
説
明
会
を
開
催
す

る
。

　

問 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

教
長 

堀
金
地
域
の
取
り
組
み
を
始
め
、
他
の

地
域
の
よ
い
取
り
組
み
を
全
市
に
広
め

て
い
く
た
め
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し

検
討
し
て
い
く
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
施
設
・
設
備
の
効
果
的
、
効
率
的
な

稼
働
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

学
校
給
食
環
境
等
を
築
く

堀金学校給食センター

自民安曇野
一志 信一郎

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

平
成
29
年
度
に
４
枚
の
無
料
入
浴
券
交

付
事
業
を
廃
止
し
て
、
24
枚
の
３
０
０

円
割
引
券
交
付
事
業
に
改
正
し
た
。
年

度
当
初
予
算
を
み
る
と
、
平
成
29
年
度

３
８
０
４
万
円
、
30
年
度
３
０
０
２
万

円
、
31
年
度
２
１
６
０
万
円
と
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
原
因
を
伺
う
。

市
長 

利
用
者
が
対
象
者
の
約
30
％
に
と
ど
ま

り
、
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
で
は

な
い
か
と
捉と

ら

え
て
い
る
。
事
業
内
容
の

見
直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。

　

問 

対
象
者
の
利
用
率
を
見
る
と
、
改
正
前

の
平
成
28
年
度
は
43
・
62
％
、
改
正
後
は
、

29
年
度
32
・
36
％
、
30
年
度
29
・
22
％

と
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
改
正
前

と
後
の
２
つ
の
方
法
か
ら
、
市
民
が
一

方
を
選
択
す
る
方
法
に
改
善
で
き
な
い

か
伺
う
。

市
長 

一
定
の
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
の
で
、
無
料
入
浴
券
は
考
え
て
い
な

い
。

　

問 

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
の
年
間
１
３
５
０
万

円
の
納
付
金
を
、
誰
が
ど
ん
な
検
討

を
し
て
平
成
28
年
か
ら
31
年
ま
で
、

３
３
７
５
万
円
も
免
除
し
た
の
か
伺
う
。

商
工 

開
業
に
際
す
る
コ
ス
ト
の
発
生
、
施
設

が
認
知
さ
れ
る
ま
で
の
来
場
者
数
な
ど

リ
ス
ク
も
あ
り
、
減
免
し
た
。

　

問 

指
定
管
理
者
は
開
業
後
、
数
千
万
円
の

収
益
を
上
げ
て
い
る
。
指
定
管
理
期
間

中
の
協
定
書
の
見
直
し
協
議
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長 

想
定
し
た
以
上
の
集
客
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
要
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
大
変
難

し
い
。
契
約
段
階
で
そ
う
い
っ
た
条
件

を
付
す
の
は
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
課

題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

入
浴
料
金
割
引
券
交
付

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

自民安曇野
竹内 秀太郎

開業1年半で 5千万円を超える収益があるの
に、納付金は 0円。「しゃくなげの湯」

収
益
施
設
の
納
付
金
に
つ
い
て

　

問 

新
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
の
開か

い
と
う湯

に
あ
た
り
、

納
付
金
の
軽
減
措
置
の
理
由
は
。

市
長 

新
し
い
施
設
経
営
で
安
定
し
た
経
営
を

継
続
的
に
行
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
。

　

問 

「
平
成
30
年
度
財
政
援
助
団
体
等
監
査
の

結
果
報
告
」
の
受
け
止
め
は
。

市
長 

早
急
に
指
摘
に
対
応
す
る
。
厳
し
い
経

営
状
況
だ
が
、
内
部
努
力
が
基
本
だ
。

　

問 

報
告
に
込
め
た
監
査
委
員
の
意
思
は
。

総
務 

納
付
金
、
指
定
管
理
者
の
組
織
の
在
り

方
、
施
設
譲
渡
の
取
り
組
み
。
指
定
管

理
者
は
大
変
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
自
主
努
力
だ
け
で
は
大
幅
な

改
善
は
難
し
い
。
緊
密
な
協
議
で
譲
渡

を
円
滑
に
進
め
た
い
。

　

問 

平
成
25
年
度
報
告
で
も
同
様
の
指
摘
が

あ
る
。
な
ぜ
改
善
が
放
置
さ
れ
た
の
か
。

農
林 

指
定
管
理
者
制
度
に
対
す
る
担
当
職
員

の
理
解
不
足
、
指
摘
に
対
す
る
対
処
の

確
認
体
制
が
十
分
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
事
務
確
認
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
、
適
正
な
事
務
処
理
を
行
う
。

　

問 

納
付
金
の
算
定
は
構
造
的
な
問
題
等
が

あ
る
の
で
、
方
法
を
現
実
に
即
し
て
見

直
す
べ
き
。
納
付
金
の
軽
減
で
従
業
員

の
給
与
改
善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林 

旅
行
形
態
の
変
化
が
、
業
績
悪
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
指
定
管
理
者
の
経
営

努
力
が
ま
ず
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

問 

報
告
を
経
営
危
機
と
受
け
止
め
た
が
、

リ
ス
ク
分
担
の
面
か
ら
も
、
市
は
新
し
ゃ

く
な
げ
の
湯
の
よ
う
な
納
付
金
の
軽
減

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
と
は
同
様
に
で
き
な

い
。
納
付
金
減
免
は
短
期
的
に
経
営
が

楽
に
な
る
だ
け
だ
。
施
設
維
持
修
繕
に

係
る
リ
ス
ク
分
担
の
金
額
を
上
げ
、
納

付
金
を
下
げ
る
こ
と
は
検
討
の
余
地
は

あ
る
。
指
定
管
理
者
が
効
率
的
に
運
営

で
き
る
よ
う
に
今
後
協
議
し
て
い
く
。

財
政
援
助
団
体
等
納
付
金

軽
減
で
経
営
の
安
定
化
を

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

財政援助団体の1つ「ほりでーゆ～四季の郷」
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

信
号
待
ち
の
園
児
や
横
断
歩
道
上
で
犠

牲
に
な
る
等
、
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が

各
地
で
起
き
て
い
る
。
市
の
状
況
は
。

生
活 

死
亡
者
は
２
０
１
９
年
３
人
で
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
。
事
故
の
74
％
が
追

突
・
出
会
頭
。
60
％
が
安
全
不
確
認
等
。

45
％
が
高
齢
者
に
関
わ
る
。
高
齢
者
と

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

問 

歩
道
や
通
学
路
の
整
備
、
安
全
対
策
は
。

建
設 

４
月
１
日
現
在
、
整
備
済
延
長
約

１
０
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
２
０
１
９
年

度
は
６
路
線
を
整
備
。
通
学
路
合
同
点

検
結
果
、
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
緊
急
性
、
危
険

性
の
高
い
所
か
ら
整
備
対
策
を
進
め
て

い
る
。
外が

い
そ
く
せ
ん

側
線
の
引
き
直
し
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
、
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
設
置
を
実
施
。

　

問 
川
崎
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
っ
て
い
る

児
童
、
保
護
者
が
襲
わ
れ
た
。
安
全
な

運
行
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
下
校

時
の
見
守
り
を
登
校
時
や
バ
ス
停
で
も

実
施
な
ど
、
人
の
目
が
通
学
中
の
子
ど

も
た
ち
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
る
。

　

問 

子
ど
も
た
ち
自
身
も
身
を
守
る
教
育
を
。

教
長 

交
通
安
全
で
は
、
見
る
、
止
ま
る
、
待
つ
。

不
審
者
対
応
は
「
い
か
の
お
す
し
」
を

繰
り
返
し
指
導
。
防
犯
教
室
に
警
察
が

実
際
の
場
面
を
想
定
し
、
体
験
的
実
践

を
実
施
。
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

　

問 

県
道
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設 

一
般
県
道
中
堀
一
日
市
場
線
（
広
域
農

道
）
の
長
尾
北
と
住
吉
の
交
差
点
間
の

舗
装
補
修
は
、
２
０
１
９
年
度
も
実
施
。

歩
道
整
備
要
望
は
、
通
学
路
・
地
域
の

合
意
形
成
に
よ
り
優
先
順
位
を
つ
け
実

施
。
維
持
、
修
繕
は
、
国
道
も
県
道
も

当
部
で
連
絡
調
整
し
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

政和会
平林 德子

交通安全教室（小学校）

　

問 

４
月
28
日
と
５
月
８
日
、
松
本
平
は
氷

点
下
に
冷
え
込
み
、
梨
や
り
ん
ご
の
花

の
満
開
と
重
な
り
、
結
実
と
な
ら
な
い

被
害
が
発
生
し
た
。
国
会
議
員
や
県
議

会
議
員
に
も
来
て
も
ら
い
、
現
状
調
査

を
行
っ
た
。
現
場
に
市
長
・
農
林
部
長

も
同
行
し
て
も
ら
っ
た
が
、
現
状
に
つ

い
て
ど
う
捉と

ら

え
、
今
後
の
支
援
は
。

市
長 

梨
園
で
は
、
花
が
褐か

っ
ぺ
ん変

し
て
ほ
と
ん
ど

実
に
な
っ
て
い
な
い
現
状
や
、
霜
の
影

響
で
下
枝
に
多
く
被
害
が
あ
っ
た
り
ん

ご
園
を
視
察
し
た
。
自
然
災
害
の
備
え

と
し
て
、
市
で
は
果
樹
共
済
掛
金
の
３

分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
継
続
し
、
農
業
共
済
組
合
安
曇
野
支

所
に
協
力
し
、
さ
ら
な
る
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問 

国
に
お
い
て
農
業
収
入
保
険
制
度
が
創

設
さ
れ
、
共
済
組
合
に
お
い
て
も
加
入

促
進
し
て
い
る
。
加
入
す
る
条
件
は
あ

る
が
、
総
収
入
に
対
し
て
保
険
適
用
さ

れ
る
の
で
、
り
ん
ご
な
ど
の
品
質
低
下

に
も
対
応
で
き
る
。
収
入
保
険
制
度
の

加
入
促
進
の
た
め
に
も
、
現
行
の
制
度

と
同
様
に
掛
金
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

農
林 

収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
他
の
制

度
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
補

助
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
市
と
し
て
制

度
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
農

家
の
所
得
安
定
の
た
め
に
ど
の
制
度
が

有
効
な
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問 
高
齢
者
や
認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
人
の

運
転
に
よ
る
事
故
被
害
が
相
次
い
だ
。

松
本
走
り
等
、
市
民
へ
の
安
全
運
転
周

知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活 

区
長
会
だ
よ
り
で
の
周
知
や
安
曇
野
警

察
署
と
も
連
携
強
化
し
て
い
く
。

一
日
も
早
い
凍と

う
そ
う
が
い

霜
害
の

支
援
と
今
後
の
農
業
施
策

公明党
小松 芳樹

凍霜害を受け、実にならないりんごの花

交
通
事
故
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

地
震
災
害
発
生
直
後
の

消
防
団
の
活
動
は

政和会
坂内 不二男

　

問 

大
規
模
震
災
等
が
発
生
し
た
時
は
、
発

生
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
、
誰
が
何
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
消
防

団
員
の
活
動
範
囲
を
示
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
そ
の
取

り
組
み
は
。

総
務 

消
防
組
織
法
で
は
、
消
防
の
任
務
の
中

に
、
震
災
等
の
災
害
防
除
等
の
他
に
災

害
時
の
疾
病
者
の
搬
送
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
平
時
の
対
策
や
地
震

発
生
時
の
初
動
対
応
な
ど
活
動
範
囲
を

明
確
に
す
る
た
め
、
消
防
団
員
向
け
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
４
月
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。
令
和
元
年
度
中
に
完
成
。

　

問 

震
災
発
生
直
後
は
、
市
民
個
人
で
の
対

応
は
厳
し
く
、
地
域
防
災
組
織
の
活
動

が
い
ち
早
く
始
ま
る
と
思
う
。
そ
こ
で

地
域
防
災
組
織
と
消
防
団
員
の
連
携
が

必
要
で
は
な
い
か
。

総
務 

消
防
団
員
も
地
域
の
一
員
で
あ
り
、
地

域
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
顔
を
覚
え

て
い
た
だ
く
こ
と
が
市
民
の
安
心
感
に

な
る
。
地
域
防
災
組
織
が
行
う
様
々
な

訓
練
（
消
防
車
両
に
よ
る
広
報
・
避
難

誘
導
訓
練
・
応
急
救
護
訓
練
等
）
に
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問 

地
震
発
生
直
後
を
想
定
し
た
訓
練
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
全
て
の
消
防

団
員
に
救
急
救
命
講
習
の
受
講
を
。

総
務 

震
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
令

和
２
年
度
か
ら
消
防
団
教
育
訓
練
の
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

応
急
手
当
講
習
は
、
消
防
団
員
の
役
割

も
多
様
化
し
て
災
害
時
の
救
護
活
動
の

必
要
性
も
理
解
し
、
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
消
防
団
幹
部
会
議
に

説
明
し
、
分
団
を
通
じ
て
消
防
団
員
一

人
ひ
と
り
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
。

いざという時のために（防災訓練）

　

問 

「
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
は

対
策
急
務
だ
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

交
通
安
全
教
室
等
で
高
齢
者
へ
の
啓
発

や
、
免
許
返
納
者
へ
デ
マ
ン
ド
交
通
の

「
あ
づ
み
ん
」
回
数
券
を
交
付
し
て
い
る
。

　

問 

デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
の
運
行

改
善
状
況
、
今
後
の
利
用
見
通
し
は
。

政
策 

平
成
30
年
10
月
の
運
行
見
直
し
で
、
予

約
断
り
件
数
の
改
善
や
利
用
者
増
加
等

の
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
あ
づ
み
ん

の
利
用
可
能
な
上
限
人
数
は
試
算
で
現

行
１
日
14
便
で
運
行
可
能
と
言
え
る
。

　

問 

「
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」
の
観
光

客
の
二
次
交
通
の
対
策
と
評
価
は
。

商
工 

会
期
中
に
周
遊
バ
ス
を
１
方
向
の
み
運

行
す
る
も
、
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
運

転
手
確
保
や
平
日
の
採
算
性
等
が
課
題
。

　

問 

平
成
30
年
２
月
に
中
信
地
区
初
の
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
し
た
。
誘
導
区
域

を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
整
備
の
推
進
と
一

体
で
、
二
次
交
通
も
充
実
す
べ
き
で
は
。

政
策 

誘
導
区
域
同
士
を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
や

通
勤
通
学
の
移
動
の
充
実
に
向
け
公
共

交
通
協
議
会
で
部
会
を
設
置
し
、
特
に

大
糸
線
の
西
側
地
域
へ
の
定
時
定
路
線

の
導
入
に
つ
い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活

用
等
も
検
討
す
る
。

　

問 

人
口
減
少
社
会
で
も
地
域
の
活
力
を
維

持
・
強
化
す
る
た
め
、
整
備
は
必
須
。

国
の
実
証
実
験
へ
の
参
加
は
。

市
長 

次
世
代
交
通
の
研
究
は
承
知
し
て
い
る

が
、
本
市
で
の
導
入
予
定
は
な
い
。

　

問 

全
国
的
な
犯
罪
発
生
状
況
に
鑑

か
ん
が

み
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
推
進
を
検
討
し
て
は
。

市
長 

地
域
ぐ
る
み
の
犯
罪
抑
止
は
重
要
だ
が
、

近
年
課
題
は
多
い
。
慎
重
に
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
入
湯
税
に
つ
い
て

政和会
小林 陽子

誰もが利用できる公共交通の充実を

次
世
代
交
通
も
視
野
に

公
共
交
通
の
充
実
を

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

無会派
増田 望三郎

　

問 

新
要
領
で
言
う
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

教
長 

複
雑
化
・
多
様
化
が
進
み
不
確
実
性
が

増
す
社
会
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
抜
く
力
を
育
む
学
び
の
あ
り
方

を
示
し
て
い
る
。

　

問 

教
育
の
最
前
線
で
あ
る
学
校
現
場
が
、

新
要
領
を
十
分
に
理
解
し
、
本
質
的
な

学
び
の
改
革
を
実
現
し
て
い
け
る
か
が

肝
心
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
学
び
の
場

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
長 

市
内
３
校
で
互
い
に
学
び
合
う
学
習
の

あ
り
方
を
模
索
し
、
外
部
講
師
に
よ
る

校
内
研
修
や
成
果
を
授
業
公
開
し
て
い

る
。
他
校
教
師
の
参
観
が
あ
り
、
自
分

の
授
業
に
生
か
そ
う
と
す
る
姿
が
見
ら

れ
、
全
市
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
課

題
は
授
業
づ
く
り
の
準
備
時
間
の
確
保
。

教
職
員
の
業
務
改
善
方
針
を
策
定
し
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問 
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
あ
り
方
を
改
革

し
て
い
く
時
に
、
取
り
巻
く
大
人
自
身

の
教
育
観
が
問
わ
れ
て
い
る
が
。

教
長 

学
校
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
教
職

員
、
児
童
・
生
徒
も
そ
れ
に
向
か
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
場
を
見
る
こ
と

が
大
人
の
意
識
改
革
に
つ
な
が
る
。

　

問 

当
た
り
前
と
し
て
き
た
宿
題
、
定
期
テ

ス
ト
、
固
定
担
任
制
の
見
直
し
は
。

教
長 

学
校
の
歩
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
実

態
に
合
わ
せ
、
教
職
員
が
英
知
を
結
集

し
て
考
え
、
変
え
る
べ
き
は
勇
気
を
持
っ

て
変
え
て
い
く
。

　

問 

学
校
や
市
教
委
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
教

育
長
の
熱
意
と
理
念
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
だ
が
。

教
長 

豊
か
な
体
験
的
な
学
び
を
市
民
総
ぐ
る

み
で
支
援
し
、
未
来
の
安
曇
野
市
を
担

う
意
欲
と
力
を
備
え
た
た
く
ま
し
い
子

ど
も
を
育
み
た
い
と
改
め
て
決
意
す
る
。

主体的・対話的で深い学びの実践
～須坂高校の「哲学対話」～

新
学
習
指
導
要
領
を
学
校
で

ど
う
実
践
す
る
の
か

一 般 質 問

政和会
松枝 　功

　

問 

人
口
減
少
を
克
服
す
る
基
本
的
方
向
と

施
策
を
ま
と
め
た
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
令
和
元
年
、

５
年
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
が
、
総

括
と
次
期
へ
の
展
望
は
。

市
長 

戦
略
の
目
標
の
多
く
が
順
調
に
推
移
し
、

人
口
減
少
の
幅
も
見
込
み
よ
り
緩
和
さ

れ
、
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
捉と

ら

え
る
。

次
期
戦
略
は
、
現
行
の
継
承
を
基
本
に
、

産
業
振
興
や
移
住
定
住
の
促
進
、
出
産
・

子
育
て
支
援
な
ど
に
実
効
性
の
あ
る
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
い
。

　

問 

次
期
は
、
人
口
減
少
を
抑
え
る
戦
略
と

と
も
に
、
到
来
す
る
人
口
減
少
社
会
が
、

意
外
と
明
る
い
社
会
だ
と
市
民
が
実
感

で
き
る
戦
略
も
必
要
で
は
な
い
か
。

政
策 

人
口
減
少
の
現
実
を
過
剰
に
悲
観
せ
ず
、

自
治
体
間
交
流
で
安
曇
野
フ
ァ
ン
を
増

や
し
な
が
ら
、
都
市
機
能
の
集
積
と
ア

ク
セ
ス
の
確
保
、
協
働
の
実
践
な
ど
に

よ
り
、
人
口
減
少
社
会
と
対
峙
し
て
い

き
た
い
。

財
政 

国
の
財
政
支
援
に
も
、
人
口
減
少
率
や

若
者
・
女
性
の
就
業
率
な
ど
の
取
り
組

み
成
果
が
反
映
さ
れ
る
見
込
み
。
今
後

も
国
・
県
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

　

問 

人
口
減
少
の
先
端
地
「
中
山
間
地
域
」

で
の
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
買
い
物
支

援
、
草
刈
り
な
ど
の
生
活
支
援
へ
の
新

た
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

農
林 

令
和
２
年
度
か
ら
国
の
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
で
、
営
農
以
外
の
活
動
も

取
り
込
む
加
算
制
度
が
始
ま
る
見
込
み
。

関
係
集
落
と
連
携
し
、
対
応
し
て
い
く
。

生
活 

市
の
区
長
会
が
、
支
え
合
い
の
地
域
社

会
を
目
指
し
て
「
部
制
度
」
を
創
設
し
た
。

市
も
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
財
政
的

支
援
を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の

実
情
に
沿
っ
た
課
題
解
決
に
も
協
力
し

て
い
る
。

市
は
到
来
す
る
人
口
減
少

社
会
を
ど
う
克
服
す
る
か
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

政和会
内川 集雄

　

問 

交
通
お
よ
び
防
犯
面
で
危
険
な
箇か

し

ょ所
な

ど
を
安
曇
野
市
小
中
学
校
通
学
路
安
全

マ
ッ
プ
と
し
て
作
成
し
た
。
ど
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
。

教
部 

危
険
箇
所
、
発
生
し
た
交
通
事
故
や
不

審
者
情
報
の
地
点
を
ま
と
め
、
通
学
路

に
関
す
る
改
善
要
望
は
、
地
元
区
を
通

じ
て
市
の
建
設
課
に
提
出
さ
れ
、
改
善

を
行
っ
て
い
る
。

　

問 

退
避
場
の
な
い
狭
い
交
差
点
、
国
道
19

号
野
田
信
号
交
差
点
、
国
道
１
４
７
号

新し
ん
で
ん
な
か

田
中
交
差
点
の
改
良
見
通
し
は
。

建
設 

国
道
19
号
野
田
信
号
交
差
点
、
国
道

１
４
７
号
新
田
中
交
差
点
は
、
事
業
化

に
向
け
道
路
管
理
者
等
と
調
整
し
て
い

く
。

　

問 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、
平
成
23
年
か
ら

８
年
経
過
し
た
。
維
持
管
理
は
。

建
設 

整
備
、
補
修
を
行
い
、
通
学
の
児
童
生

徒
も
含
め
歩
行
者
の
安
全
に
努
め
る
。

　

問 

通
学
路
の
安
全
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
「
中

部
電
力
の
見
守
り
ポ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

の
設
置
を
要
望
す
る
。

教
部 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
個
人
情
報
の

観
点
か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

問 

要
介
護
者
、
障
が
い
を
持
っ
た
人
、
移

動
困
難
者
の
安
曇
野
の
観
光
に
、
ト
ラ

ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
等

の
活
用
を
提
案
す
る
。

商
工 

来
訪
者
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
。

支
援
が
必
要
な
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
旅
行
会
社
等
へ
の
情
報
提

供
に
努
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

退避場のない国道 147 号「新田中」交差点

安
曇
野
市
民
の
さ
ら
な
る

安
全
安
心
を
求
め
て

　

問 

危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

市
長 

市
内
で
火
災
件
数
の
増
加
、
集
中
豪
雨
・

竜
巻
・
大
雪
、
ま
た
高
温
と
い
っ
た
自

然
災
害
、
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

豚
コ
レ
ラ
等
の
伝
染
病
の
蔓ま

ん
え
ん延

な
ど
市

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
時
代

で
、
い
ま
危
機
で
あ
る
た
め
に
危
機
管

理
体
制
の
強
化
は
、
大
変
重
要
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。

　

問 

危
機
管
理
課
の
部
へ
の
昇
格
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

総
務 

災
害
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い

て
は
一
刻
も
早
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

変
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

現
在
の
市
の
事
務
部
署
を
大
き
く
見
直

す
必
要
も
あ
り
、
ま
た
消
防
団
な
ど
、

現
場
の
声
も
集
約
し
、
組
織
全
体
を
見み

据す

え
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

　

問 

消
防
団
の
強
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務 

消
防
団
員
の
確
保
は
大
変
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
団

の
組
織
再
編
、
詰
所
の
統
廃
合
等
で
、

さ
ら
に
消
防
力
を
高
め
て
い
く
。
ま
た

詰
所
の
整
備
と
耐
震
化
に
つ
い
て
は
平

成
29
年
度
に
全
て
終
了
し
て
い
る
。
団

員
の
確
保
、
分
団
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
消
防
団
及
び
管
轄
す
る
区
と
協
議
を

重
ね
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
消

防
車
両
の
配
置
に
つ
い
て
は
可
搬
ポ
ン

プ
積
載
車
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
山

間
部
と
か
町
中
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ

て
小
回
り
が
利
く
軽
の
積
載
車
を
配
備

す
る
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　

問 

防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務 

災
害
時
の
装
備
品
に
つ
い
て
は
、
救
助

活
動
に
必
要
な
機
械
を
、
国
や
県
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
可
能
な
限
り
購
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今だからこそハザードマップの確認を！

自民安曇野
召田 義人

防
災
体
制
充
実
で
災
害
に

強
い
ま
ち

移
動
困
難
者
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い

安
曇
野
の
旅
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問 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
諸
団
体
か
ら
人
選

す
る
の
か
。

教
部 

信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
安
曇

野
市
制
10
周
年
記
念
事
業
な
ど
を
参
考

に
、
市
内
関
係
団
体
を
中
心
に
構
成
し

た
い
。

　

問 

市
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
地
域

活
性
化
推
進
首
長
連
合
に
参
加
し
て
い

る
。
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
推
進
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
賛
助
会
員
に
な
っ

た
。
今
後
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
推

進
に
つ
な
が
る
有
益
な
事
業
や
情
報
、

取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

首
長
連
合
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
モ

デ
ル
事
業
を
開
始
し
た
。
本
市
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
は
。

商
工 
商
工
会
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
相
談

が
増
え
て
い
る
。
研
修
会
等
を
開
催
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

首
長
連
合
が
開
催
す
る
「
旅
す
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
へ
の
出
店
は
。

農
林 

賛
助
会
員
は
、
土
・
日
の
出
店
に
限
ら

れ
る
。
出
店
窓
口
は
大
変
込
み
合
っ
て

い
る
が
、
出
店
の
条
件
や
費
用
対
効
果

な
ど
情
報
収
集
を
行
い
、
協
議
を
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
実
施
は
。

政
策 

飲
食
の
売
店
や
自
治
体
Ｐ
Ｒ
を
行
う
も

の
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則

の
っ
と

っ
た
実
施
が

求
め
ら
れ
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
公
民

館
や
体
育
館
、
会
議
室
等
に
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
や
テ
レ
ビ
を
設
置
し
、
競
技
映

像
を
中
継
し
観
戦
す
る
形
式
も
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
、
羽
根

田
卓
也
選
手
の
試
合
で
実
施
し
た
い
。

東
京
２
０
２
０
に
向
け
た

施
策
に
つ
い
て

政和会
遠藤 武文

リオデジャネイロパラリンピックの
パブリックビューイング

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
唯

一
の
自
校
方
式
だ
。
説
明
会
で
の
市
民

の
意
見
は
、
廃
止
反
対
だ
。
堀
金
地
域

の
市
民
の
こ
の
思
い
は
、
70
年
余
の
子

ど
も
に
お
い
し
い
給
食
を
と
い
う
歴
史
、

文
化
が
あ
る
か
ら
だ
。
今
す
ぐ
に
堀
金

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
案
は
撤
回

す
べ
き
だ
。
撤
回
し
な
い
な
ら
、
ど
の

よ
う
に
合
意
を
と
る
の
か
。
子
ど
も
の

意
見
も
し
っ
か
り
聞
く
の
か
。

教
長 

説
明
会
で
の
質
問
、
意
見
を
踏
ま
え
、

デ
ー
タ
等
を
そ
ろ
え
、
改
め
て
説
明
会

を
開
く
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
大
人
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も

に
問
う
こ
と
は
し
な
い
。

　

問 

子
ど
も
に
関
係
す
る
支
出
を
抑
え
る
こ

と
は
、
最
後
に
手
を
つ
け
る
べ
き
こ
と

で
は
な
い
か
。

教
長 

今
後
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
市

民
と
考
え
た
い
。

　

問 

学
校
給
食
の
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
最

善
の
利
益
は
、
自
校
方
式
で
あ
る
。
子

ど
も
、
農
家
、
調
理
の
現
場
が
生
き
た

豊
か
な
食
育
を
つ
く
る
。
ど
う
か
。

教
長 

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
を
継
続
し

つ
つ
、
学
校
給
食
が
等
し
く
よ
り
よ
い

も
の
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

問 

経
費
節
減
以
外
に
、
自
校
方
式
よ
り
セ

ン
タ
ー
方
式
の
方
が
よ
い
理
由
を
伺
う
。

教
部 

自
校
方
式
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
調
理
場

の
建
設
用
地
が
必
要
な
こ
と
（
場
合
に

よ
っ
て
購
入
）、
所
長
の
配
置
な
ど
だ
。

　

問 
答
弁
で
は
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
方
が
よ

い
の
は
、
お
金
の
面
だ
け
で
あ
る
。
今

後
の
説
明
会
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

要
望
さ
れ
る
資
料
で
可
能
な
も
の
は
提

供
す
る
。
説
明
会
の
回
数
、
地
域
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
あ
づ
み
ん
の
運
行
見
直
し
の
成
果
と
考
察

堀
金
の
お
い
し
い
学
校

給
食
を
継
続
せ
よ

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

給食室に給食を取りに来た子どもたち
（堀金小学校）

一 般 質 問
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

第
２
次
安
曇
野
市
総
合
計
画
で
充
実
。

教
長 

相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
等
取
り
組
む
。

　

問 

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
支
援
の
促
進
を
。

教
部 

適
応
指
導
員
を
配
置
。
校
内
中
間
教
室

の
他
、
市
の
中
間
教
室
と
教
育
相
談
室

を
設
置
。
子
ど
も
と
親
の
相
談
電
話
も
。

　

問 

引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
支
援
促
進
を
。

福
祉 

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
。
広
報
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
。

商
工 

し
お
じ
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
本
市
役
所
の
相
談
室
で
相
談
業
務
。

　

問 

子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
発
達
や
虐
待

な
ど
の
問
題
へ
の
支
援
の
促
進
を
。

保
健 

母
子
・
子
育
て
相
談
窓
口
開
設
。
産
婦

健
康
診
査
で
産
後
う
つ
の
早
期
発
見
等
。

福
祉 

子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室
や
、
家
庭
児

童
相
談
室
と
児
童
相
談
所
等
で
対
応
。

　

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

「
あ
づ
み
ん
」
は
検
討
部
会
を
設
置
し
協

議
す
る
。
外
出
支
援
事
業
に
取
り
組
む
。

　

問 

「
あ
づ
み
ん
」
の
利
便
性
の
向
上
を
。

政
策 

利
用
実
態
の
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
次

期
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
の
検
討
を
行
う
。

　

問 

定
時
定
路
線
バ
ス
や
周
遊
バ
ス
拡
充
を
。

政
策 

定
時
定
路
線
バ
ス
は
研
究
を
進
め
、
巡

回
バ
ス
は
実
現
性
を
検
討
す
る
。

　

問 

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

市
長 

日
本
語
教
室
や
生
活
相
談
、
講
座
も
。
日

 

本
語
学
習
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。

生
活 

専
門
の
相
談
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

問 

多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
策
定
を
。

総
務 

第
４
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定

に
合
わ
せ
る
。
事
業
の
充
実
に
努
め
る
。

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の

人
な
ど
の
支
援
の
促
進
を

無会派
林　 孝彦

教育支援センターや教育相談室がある
豊科公民館

外
国
人
と
と
も
に
仲
良
く
暮
ら
せ

る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
た
め
の

公
共
交
通
の
足
の
確
保
の
促
進
を

政務活動費収支報告
～１人月額 10,000円 その使い道は～

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派または議員に対し、一人当たり月額
10,000 円（年額 12 万円）を上限に政務活動費を交付しています。平成 29 年度までは一人当たり 7,500 円
（年額 9万円）でした。
　平成 30 年度政務活動費の収支報告書は、安曇野市のホームページで公表していますのでご覧ください。
また、議会事務局でも閲覧できます。

平成30年度政務活動費の実績内訳表  （単位：円）

区分 清政会 政和会
日本共産
党安曇野
市議団

公明党 小林純子 平林　明 増田望三郎
合計

人数 ７人 ６人 ３人 ３人 １人 １人 １人
収入 交付額 840,000 720,000 360,000 360,000 120,000 120,000 120,000 2,640,000

支出

調査研究費 150,334 335,430 121,770 8,950 33,260 649,744
研修費 377,750 218,746 180,900 54,900 37,259 49,460 919,015
資料作成費 3,000 3,000
資料購入費 152,088 2,700 50,791 28,989 234,568
広報費 57,330 21,400 116,000 194,730
広聴費 14,735 1,600 1,000 17,335
会議費 0
要請・陳情活動費 64,800 64,800
事務費 0
その他 0
小計 744,972 571,611 360,000 54,900 120,000 111,709 120,000 2,083,192
返金額 95,028 148,389 0 305,100 0 8,291 0 556,808

QRコードから議会
ホームページへ

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

無会派
小林 純子

　

問 

SL
機
関
車
移
設
訴
訟
は
、
市
所
有
の
SL

機
関
車
（
以
下
SL
）
を
展
示
し
て
い
た

土
地
の
所
有
者
が
、
太
陽
光
発
電
所
を

建
設
す
る
の
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
場
所

へ
移
動
し
て
ほ
し
い
、
と
市
に
申
し
入

れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
現
地
は
住
宅
団

地
を
控
え
た
田
園
風
景
の
中
に
あ
り
、

な
ぜ
農
地
法
に
触
れ
ず
に
SL
移
設
や
太

陽
光
発
電
所
が
で
き
た
の
か
。
ま
た
、

そ
こ
に
市
行
政
の
関
与
が
疑
わ
れ
た
た

め
、
住
民
訴
訟
に
発
展
し
た
も
の
で
あ

る
。
２
年
の
審
理
を
経
て
市
は
勝
訴
し

た
が
、
裁
判
所
は
判
決
の
中
で
部
分
的

に
市
の
事
務
事
業
の
違
法
性
を
認
定
し

た
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

総
務 

原
告
側
の
賠
償
請
求
は
却
下
、
違
法
と

し
た
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
、
訴
訟
費

用
は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
と
の
判
決
。

市
の
違
法
性
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

裁
判
の
争
点
と
し
て
疑
義
を
持
た
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
真し

ん

し摯
に
受
け
と
め
、

市
職
員
が
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
て

い
く
べ
き
教
訓
と
考
え
て
い
る
。

　

問 

市
の
公
文
書
で
あ
る
証
拠
資
料
を
見
れ

ば
、
農
地
法
違
反
は
明
ら
か
。
公
文
書

か
ら
農
地
法
違
反
の
状
態
に
あ
る
こ
と

は
認
め
る
か
。

総
務 

公
文
書
の
管
理
は
所
管
部
の
仕
事
。
総

務
部
長
が
答
弁
す
る
の
は
不
適
切
。

農
林 

書
面
の
と
お
り
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問 

書
面
の
と
お
り
と
言
う
な
ら
、
違
法
性

を
認
め
る
と
い
う
こ
と
か
。

農
林 

書
面
に
記
載
の
と
お
り
と
思
う
。

商
工 

す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　

問 

市
は
裁
判
で
は
勝
訴
し
た
が
、
公
文
書

を
見
る
限
り
違
法
性
は
明
ら
か
で
、
農

地
法
違
反
の
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
。

第
三
者
委
員
会
の
調
査
、
検
証
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長 

第
三
者
委
員
会
設
置
の
必
要
は
な
い
。

農業委員会だより第25号（平成30年 7月4日
発行）より

「
Ｓ
Ｌ
機
関
車
移
設
訴
訟
」

と
市
政
の
課
題

　

問 

「
安
曇
野
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」
の
中

に
は
、「
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
向
け
た
啓
発
活
動
の
推
進
」
が
あ
り
、

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、相
談
窓
口
、

被
害
者
救
済
の
機
関
は
あ
る
か
。

総
務 

啓
発
活
動
で
は
、
管
理
監
督
職
に
向
け

た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
相
談
窓
口
は
職
員
課
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
ル
ー
ム
の
利
用
等
が
あ

る
。
行
為
者
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為

を
認
識
さ
せ
、
直
ち
に
言
動
を
改
め
る

指
導
を
行
う
。
相
談
者
に
は
、
保
健
師
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
産
業
医
等
へ
の

相
談
、
専
門
医
へ
の
受
診
等
の
支
援
を

行
う
。

　

問 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
や
第
三
者
機
関
の
設
置
の
考
え

は
あ
る
か
。

総
務 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
な
い
が
、
厚
労
省
策

定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。
第
三
者
機

関
の
設
置
に
つ
い
て
の
部
分
が
あ
れ
ば

参
考
に
す
る
。

　

問 

職
員
募
集
の
際
、
今
ま
で
の
非
常
勤
職

員
の
経
験
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る

の
か
。

総
務 

職
務
の
内
容
、
責
任
、
知
識
、
技
術
お

よ
び
職
務
経
験
等
の
要
素
が
考
慮
さ
れ

る
。

　

問 

近
隣
他
市
と
調
整
す
る
施
策
と
し
て
、

年
度
を
超
え
て
も
適
用
さ
れ
る
産
前
産

後
休
暇
・
育
児
休
暇
・
生
理
休
暇
等
を

有
給
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務 

総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
進
め

て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
い
休
暇
制

度
に
つ
い
て
は
運
用
で
き
な
い
。

職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

18
安曇野市議会だより    第 55号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2019. 8.21



議会だより あれこれ

が
発
足
し
て
６
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
安

曇
野
市
で
も
西
端
に

位
置
し
、
戸
数
２
０
０
戸
程
の
小
さ
な
区
で
す

が
、
岩
原
の
自
然
や
歴
史
風
土
の
す
ば
ら
し
さ
を

見
直
し
、
そ
の
良
さ
を
、
自
分
が
育
ち
暮
ら
し
て

い
る
地
の
自
信
や
誇
り
に
つ
な
げ
て
、
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
の
も
と
、
様
々
な

活
動
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

を
モ
ッ
ト
ー
に
岩

原
で
の
会
員
約
40

名
が
自
主
的
な
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
岩
原
城じ

ょ
う
し址
へ
の
遊
歩
道
や

安
楽
寺
跡
の
石
垣
整
備
、
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
保

護
と
食
草
ク
ラ
ラ
の
植
え
増
し
、
残
さ
れ
た
文
化

財
に
触
れ
な
が
ら
の
具
体
的
歴
史
探
訪
等
々
を
月

例
会
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
と
し

て
、
岩
原
の
見
ど
こ
ろ
魅
力
を
外
部
発
信
す
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
『
こ
れ
ぞ
安
曇
野　

岩
原
の
タ
カ

ラ
』
の
刊
行
を
、自
費
出
版
の
形
で
行
い
ま
し
た
。

と
い
う
声
が
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
販

売
す
る
会
員
さ
ん
、

特
に
女
性
の
方
々
か
ら
出
て
き
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
の
力
で
本
を
創
っ
て
直
接
呼
び
か
け
て

売
る
、
や
る
気
と
元
気
は
自
前
の
活
動
な
ら
で

は
と
思
い
ま
す
。
年
配
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

頼
り
に
さ
れ
、
売
上
げ
と
い
う
結
果
が
見
え
る

取
り
組
み
こ
そ
手
応
え
に
結
び
つ
き
ま
す
。

と
い
う
の
が
市
議

会
議
員
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
私
の
期

待
で
す
。
も
ち
ろ
ん
地
域
振
興
へ
の
制
度
整
備

や
経
費
助
成
に
ご
助
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
、
ま
ず
は
自

ら
の
力
で
活
動
し
て
い

る
現
場
に
足
を
運
び
、

さ
ら
に
活
動
を
認
め
励

ま
し
支
え
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　市内各地域にお住まいの老若男女全20名の議会だ
よりモニターの皆さんから、初めて議会だより第53号
（平成31年2月6日発行）にご意見をいただきました。
　「全体的に読みやすくなった」とか「内容はわかり
やすいとは言えない」など、さまざまなご意見がありま
した。できるだけ取り入れて改善を図ってまいります
が、さっそく取り入れたことがあります。
　「色覚障がいの方も見やすい色覚バリアフリー化を」
とか「色覚シミュレーションがスマホでできるアプリも
ある」などのご指摘を受けましたので、スマホのアプリ
を使って実施してみました。今後も、色の使い方など
に配慮をした「カラーユニバーサルデザイン」を目指
してまいります。
　また、「池上 彰さんのような解説」とか「専門用語、
解説コーナー」とか「子ども向けに説明する記事」など
のご要望もありましたので、紙面との折り合いをつけ
ながら、できるだけ入れ込んでまいります。
　これらのことは、ご指摘いただいたことのごく一部
ですが、大いに参考にさせていただき、今後も読者・
市民の皆さんにとり、よりよい議会だよりとなるよう
努めてまいります。
 議会広報特別委員会委員長　林　孝彦

議会広報特別委員会
　委 員 長　林　孝彦　　副委員長　井出勝正
　委 　 員　小林陽子　　臼井泰彦　遠藤武文　松枝　功
　　 　 　　増田望三郎　藤原陽子　小松芳樹　召田義人

印
刷

有
限

会
社

 ア
ル

プ
ス

印
刷

真
の
自
立
に
つ
な
が
る
地
域
活
動
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9月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
無料の託児サービスは、事前予約でご利用いただけます。ご希望の方は
議会事務局（71-2156）へご連絡ください。

開会時間は、本会議10：00～　委員会9：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

岩原城址整備を進める会員

議会からのお知らせ
公職選挙法に基づき議員の寄附

行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』
新 コ ー ーナ 議会だよりモニターからの声

岩
原
自
然
と
文
化

を
守
り
育
て
る
会

日 月 土火 水 木 金

7

8

2 3 4 5 6

15

9 10 11 12 13

22 23 24 25 26 27 28

16 17 18 19 20 21

本会議
（開会）

委員会
（経済建設）

委員会
（福祉教育）

委員会
（総務環境）

本会議
（閉会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

14
本会議

（一般質問）
本会議
議案質疑・
委員会付託

26 27 28 29 30 31

9/1

8/25

（秋分の日）

（敬老の日）

自
分
が
や
っ
て
み

た
ら
楽
し
か
っ
た
、

自
ら
歩
も
う
と
す
る

活
動
を
見
守
っ
て
、

や
り
た
い
活
動
を

自
分
た
ち
の
手
で
、

20


